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研究報告 「デザ イン理論』41/2002

漆 の光 沢 を模 倣 した西 洋 の ラ ッカ ー 「ジ ャパ ン」

ジャパニ ングの技法 と材料1672-1804年

鈴 木 裕 子
アプライ ド・アーテ ィス ト

キーワー ド

ジャパ ン,模 倣,西 洋の ラッカ ー

japan,imitation,Europeanlacquer

1.「 ジ ャパ ン」 とは何か

2.ジ ャパニ ングの始 まり

3.ジ ャパニ ング初期の技法 とその基盤

4.ヨ ーロッパの ラッカーの確立

1.「 ジ ャパ ン」 と は何 か

この論 文 は,ヨ ー ロ ッパ の ラ ッカ ー 「ジ ャパ ン」 を取 り上 げ,1)「 ジ ャパ ン」 と は何 か,

2)「 ジ ャパ ン」 は どの よ う に行 な わ れ た か,を 明 らか にす る もので あ る。

日本 で は,「 ジ ャパ ン」 と は漆,漆 器,漆 塗 りの こ とで あ る と理 解 され て き た。 漆 工 芸 の専

門 家 の著 作 に も英 和辞 典 に もそ の よ うに書 か れ て い る。 それ は完 全 な誤 りで あ る。 「ジ ャパ ン」

は,中 国 や 日本 の漆 塗 りを ヨー ロ ッパ の手 段 で模 倣 した 「ヨー ロ ッパ の ラ ッカー」 の 呼称 で あ

る。

ヨー ロ ッパ に は16世 紀 末 か ら,中 国 や 日本 の漆 器 が 輸 入 さ れ た。 ヨー ロ ッパ は漆 器 か ら大

きな 衝撃 を受 け,17世 紀 中 頃 に は ヨー ロ ッパ 在 来 の材 料 を 使 っ た模 倣 が 始 ま っ た 。 漆 塗 りの

模倣 は 「ジ ャパ ニ ング」 と呼 ばれ たが,漆 は使 わ れ な か った 。 ジ ャパ ニ ン グ は17・8世 紀 に

ヨmッ パ 中 で熱 心 に行 な われ,い くっ か の点 で 漆塗 りを越 え る 「ジ ャパ ン」 が生 み 出 さ れ た 。

漆 工 芸 や美 術 の著 作 に は,「 ジ ャパ ン」 とは漆,漆 器,漆 塗 りの こ とで あ る と書 か れ た もの

が 多 い。 松 田権 六 は,「 英語 で,漆 と漆 で で きた品 物 の こ とを 『ジ ャパ ン』 と い う」 と述 べ,

大 西 長 利 は,「 漆 は西 洋 で 「ジ ャパ ン(japan)』 と呼 ば礼 知 名 度 が 高 い」 と言 って い ぐ。 灰

野 昭 郎 は,「 英 語 でJapanと 書 け ば 日本japanと 書 け ば 「漆 器 』 を意 味 す るま で に な った。

動 詞 にな れ ば 「漆 を塗 る』 の意 。 〈ジ ャパ ン〉 は漆 器 で あ り,漆 器 を 造 る国 で あ る 」 とす る。
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高階秀爾 は,「漆工芸の技法としてJapanningと いう言葉が生まれ,1688年 には,ジ ョン・

ストーカーの 『ジャパニングおよびニス塗りの技法論』 という本まで出版 された」など,枚 挙

にいとまが無い1。専門家がそう言 うのだか ら,「ジャパン」とは 「漆」のことだとい う日本の

常識が生まれても無理はない。 しか し,上 に挙げられたス トーカーの技法書では漆 はまったく

使われない。それはス トーカーの本を読めば明らかである。 ジャパニングは漆工芸の技法では

ない。

日本では,英 和辞典 もまた 「ジャパ ン」を漆,漆 器などと訳 している。 しか し,別 表のよう

に,日 本の英和辞典を英米の英語辞典と比べると,奇 妙なことに気付 く。英米の英語辞典の

`japan"の 項には 「漆」「漆器」という意味はまった く無いのに,'日本の英和辞典の 「japan」

の項には必ず 「漆」「漆器」などと書かれている。
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『小 学館 ラ ンダ ム ハ ウス 英 和TheRandomHouseDictionaryoftheEnglishLanguage-the

大 辞 典』(小 学館,1973年)UnabridgedEdition(NewYork,1966)

一n
.1漆.2漆 器,漆 芸 品.

3《J-》 《pl.》18-19世 紀 の 英 国 の

磁 器 に用 い られ た 東洋 ふ うの意 匠

(模 様).,..漆 の;漆 器 の.
-U .C.1漆 を 塗 る(1acquer).

2(漆 に似 た)堅 くて 黒 光 りす る

塗 料 を塗 る.[Japanの 特 殊 用 法]
一 亅apanne「n ・

『カ ラー ・オ ック スフ ォー ド』

(福武書店,1984年)
-n .1漆.2黒 ワニス:ア スファ

ル トを亜麻 仁油で漆に似 せて作 る

塗料.金 属 な どに黒い光 沢をっけ

るための もの.3漆 器.

『研究社 新英和大辞典』
(第5版,研 究社,1980年)

一n .la漆,b漆 器,2a日 本 製

陶磁器,b日 本風 の 細工 物.

c日 本製の絹.3液 状乾 燥剤,調

合乾燥剤 《乾燥性脂肪 油を含 む塗

料 の乾燥 促進剤》.

‐n
.1.Anyofvarioushard,durable,blackvarnishes,originallyfrom

Japan,forcoatingwood,metal,orothersurface.2.Workvarnishedand

figuredintheJapanesemanner.3.Japans,avarietyofdecorativemotifs

orpatternsderivedfromOrientalsources,usedonEnglishporcelainofthe

18tha皿d19thcenturies.,..4.Oforpertainingtojapan.-U.t.5.To

varnishwithjapan;lacquer.6.Tocoatwithanymaterialthatgivesa

hard,blackgloss.[1605-15;specialuseofJapan]

-Japa皿ner
,n.

(-n.1.す べ て の堅 い耐 久 性 の あ る黒 い ワニ ス.由 来 は 日本.木,金 属,そ

の 他 の表 面 の塗 装 に使 う.2.ワ ニ ス を か け,日 本 風 に 装 飾 さ れ た 細 工 物.

3.Japans,18,19世 紀 の イギ リス の磁 器 に使 われ た 東 洋 風 の装 飾 の 題 材 や 模

様.一 αの.4.ジ ャパ ンの.-u.t.5.ジ ャパ ンで ワ ニ スが けす る;ラ ッ カ ー を

か け る.6.堅 く黒 い光 沢 を 出す よ うな材 料 で 塗 装 す る.[1605-15年;日 本 の

特 別用 法]
‐japanner

,n.)

TheNewOxfordIllustr¢tedDictionary(Oxford,1976)

Hardvarnish,esp.thatmadefromasphaltandlinseedoilinimitationof

Japaneselacquerandusedforproducingblackglossonmetaletc.

(堅 い ワニ ス,と りわ け ア ス フ ァル トと亜 麻 仁 油 か ら 日本 の漆 を ま ね て作 られ

た もの で,金 属 な ど の うえ に黒 い光 沢 を出 す た め に 用 い られ る もの.)

Webste〆sTゐirdハTewlnternationalDictionaryO'伽Englisん

L¢ngunge‐Un¢bridged(Springfield,Mass.,1961)

la:avarnishyieldingahardbrilliantcoatingonsuchsurfacesasmetalor

woodborjapandrier:avarnishthatcontainsalargepercentageofres-

insanddriersandthatisusedasagrindingliquidforpastecolorsorasa

liquiddrierforpaintscorjapanblack:aquick-dryingblackvarnishcon-

sistingusu.ofasphaltum,linseedoil,andthinnerthatisusedforcoating

metalandthatisusu.hardenedbybaking2a:aworkvarnishedandfig-

uredintheJapanesemanner...b:Japanesechinaorsilk.

(1a:金 属 や木 材 の表 面 に堅 い光 沢 の あ る被膜 を もた らす ワ ニ ス.bま た は

japan・drier:樹 脂 お よ び乾 燥 剤 を多 く含 む ワニ ス.顔 料 の 塗 りつ ぶ し用 の 液

体 と して,ま た 絵 の 具 の 液 体 乾燥 剤 と して使 わ れ る.cま た はjapanblack:

速 乾性 の 黒 ワニ ス.通 常 は ア ス フ ァル ト,亜 麻 仁 油,う す め 液 か ら成 り,金 属

の 塗 装 に 用 い られ る.通 常 は加 熱 に よ って 固 め ら れ る.2a:日 本 風 に ワニ ス

が か け られ,装 飾 さ れ た細 工 物.b:日 本 製 の陶 磁 器 や 絹.)



まず,r小 学 館 ラ ン ダムハ ウス英 和 大 辞 典 』(小 学 館,1973年)のrjapan」 の項 に は名 詞 形

1.「 漆 」,2.「 漆 器,漆 芸 品 」 と書 か れ て い る 。 この 英 和 辞 典 は,TheRandomHouse

DictionaryoftheEnglishLanguage‐theUnabridgedEdition(NewYork,1966)

を原 典 と し,「 版 権 を許 与 」 され て 出 版 され た 英 和 辞 典 で あ る。 しか し原 典RandomHouse

の``japan"の 項 で は,次 の よ うにな って い る。 名 詞形1.は 「すべ て の堅 い耐 久 性 の あ る黒

い ワ ニ ス.由 来 は 日本.木 金 属,そ の他 の表 面 の塗 装 に使 う」,名 詞 形2.は 「ワ ニ ス を か

け,日 本 風 に装 飾 され た細 工 物 」 と書 か れて い る。後 述 す る よ うに,原 典 の名詞 形1.は,西

洋 の ラ ッカ ーで あ る 「ジ ャパ ン」 に使 わ れ る 「ワ ニ ス」 を 指 した もの で あ る。 そ して名 詞 形2.

は,そ の ワ ニ ス に よ る 「作 品」 を指 した もの で あ る。RandomHouseの`japan"に は,『 小

学 館 ラ ンダ ムハ ウス』 に記 さ れ て い る よ う な 「漆 」 「漆 器,漆 芸 品 」 に相 当 す る言 葉 は ま っ た

く無 い。 原 典 の形 容 詞 形4.「 ジ ャパ ンの」 も,動 詞 形5.「 ジ ャパ ンで ワニ スが けす る;ラ ッ

カ ーを か け る」 も,す べ て,「 ジ ャパ ン」 と呼 ば れ る西 洋 の ラ ッカ ー に関 す る もの で あ る。 原

典 に は,「 小 学 館 ラ ンダ ムハ ウ ス』 の形 容 詞 「漆 の;漆 器 の 」 お よび動 詞 「漆 を塗 る」 に相 当

す る意 味 もな い。 ち な み に,原 典 にお いて 「漆」 に相 当 す る箇 所 を探 す な らば,"lacquer"

の項 の 名 詞 形2.に あ る。 そ れ は 「す べ て の樹脂 性 の ワニ ス.と りわ け 日本 の木Rhusverni-

ciflua(漆 の学 名 一 引用 者)か ら得 られ る樹 脂 性 の ワニ ス.木,そ の他 の上 に よ く磨 か れ た

光沢 の あ る表 面 を もた らす た め に使 わ れ る.」 と訳 す こ とが で き る。 原 典 で は 「ジ ャパ ン」 と

「漆 」 は この よ うに明確 に区別 さ れて い る。

『カ ラー ・オ ック ス フ ォ ー ド』(福 武 書 店,1984年)は,TheNewOxfordIllustrated

Z)ictionary(Oxford,1976)を 原 典 とす る英 和 辞 典 で あ る。 原 典 の`japan"の 項 に は,「 漆

を真 似 て」 とあ る だ けで,「 漆 」 「漆 器 」 だ とす る言 葉 は無 い。 他 方,福 武 書 店 版 は,1.「 漆 」,

3.「 漆 器 」 と書 き加 え て い る。 福 武 書 店 版 の2.は,「 黒 ワ ニ ス」 だ けに つ いて 記 述 して い る。

しか し原 典 は,最 初 に 「堅 い ワ ニ ス」,っ ま り17世 紀 以 降 の ジ ャパ ニ ングの ワ ニ ス 全 般 に言 及

した うえ で,「 と りわ け … …」 と ア ス フ ァル トと亜 麻 仁油 に よ る ワニ ス をあ げ て い る。 いず れ

にせ よ,最 大 の問 題 は,福 武書 店 版 で は原 典 に無 い 「漆 」 「漆 器 」 が付 加 さ れ て い る こ とで あ

る。

「研 究 社 新 英 和 大 辞 典 』(第5版,研 究 社,1980年)は,辞 典 全 体 の 記 述 がWebster's

ThirdNewInternationalDictionaryoftheEnglishLanguage‐Unabridged(Spring-

field,Mass.,1961)の そ れ に酷 似 して い る。 『新 英 和 大 辞 典 』 はWebster'sを 原 典 と は して

な い が,rjapan」 に っ い てWebster'sか ら と っ た と考 え られ る記 述 が あ る ので 比 べ て み る

(別表 参 照)。 『新 英 和 大 辞 典 』 は,3と して,「 液 状 乾 燥 剤,調 合乾 燥 剤 」 と い う意 味 を記 して

い る。 これ らの語 は,日 本 の英 和 辞典 の 「japan」 の項 には珍 しい言 葉 で あ る。 これ ら は一 見,
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Webster'sの1b,お よ び1cに 対 応 して い るよ うに見 え るが,和 訳 と して は非 常 に不 適 切 で あ

る。 なぜ な らば,Webster'sの1aは,17世 紀 以 降 の ジ ャパ ニ ングに使 わ れ た ワ ニ ス 全 般 を指

した もので あ り,1bは,そ の中 で 油 に溶 けに くい顔 料 を溶 か す の に 使 わ れ た ワ ニ ス絵 具,1c

は,そ の 中 で ア ス フ ァル トを使 った ワ ニ スを,そ れ ぞ れ指 す もの だ か らで あ る。 さ らに重 要 な

問 題 は,『 新 英 和 大 辞 典 』 は,1a「 漆」,b「 漆 器 」 と記 して い るが,Webster'sに は そ れ に相

当 す る言 葉 は無 い。

この よ う に 日本 で は,英 米 の英 語 辞 典 を原 典 と して和 訳 した はず の英 和辞 典 に さ え,原 典 を

無 視 して 「漆」 「漆 器 」 な どの意 味 が加 え られ て い る2。

英語 の文 献 は,「 ジ ャパ ン」 を何 と して い るか 。R.W.シ モ ンズ は 「イ ギ リス の ジ ャパ ン職

人 」 にお い て,「 ジ ャパ ニ ング は,中 国 と 日本 の ラ ッカ ー ・ワー クを模 倣 す る ヨ ー ロ ッパ の 手

法 で あ った。 … … イ ギ リス の ジ ャパ ンは,絵 具 と ワニ スか ら作 られ る」3と して い る。F.ギ ブ

ズ は,「1660-75年 の間 に,ジ ャパ ニ ン グと い う新 しい産 業 が起 こ った。 パ リ,ロ ン ドン,ま

もな くオ ラ ン ダ,ド イ ッ に。 … … ヨー ロ ッパ の初 期 の作 品 は,イ ン ド産 の シェ ラ ック その 他 の

樹 脂 を,ワ イ ンの酒 精 か油 に溶 か した ワニ スで作 られ た」9と記 す 。0.イ ン ピー 『シ ノ ワズ リ』

で は,「 中 国 や 日本 か ら輸 入 され る ラ ッカ ーを ヨー ロ ッパ で も作 りた い。 ラ ッ カ ー そ の も の を

作 れ な い な らば,そ の模 倣 品 で もよ い。 … … 日本 はそ の 国 名 を,ヨ ー ロ ッパ にお け る ラ ッカ ー

を模 倣 す る試 み に与 え た」。 「ヨー ロ ッパ の模 倣 は,イ ン ドか らガ ム ラ ック,シ ェ ル ラ ック と い

う形 で 輸 入 され る樹 脂 を材 料 と した。 …… 漆 は ヨー ロ ッパ の ラ ッカ ー の 材 料 と は な らな か っ

た」5とす る。

``japan"が 漆 で あ る と い うの は
,完 全 な誤 りで あ る。 日本 で は 「ジ ャパ ン」 を 「漆 」 と同

一 視 したた め
,17・8世 紀 の ヨー ロ ッパ で漆 が 「模 倣 さ れ た」 と い う重 大 な 事 実 を 認 識 で き

な くな った 。 「ジ ャパ ン」 は,ヨ ー ロ ッパ の材 料 と ヨー ロ ッパ の技 法 で行 な わ れ た 「ヨー ロ ッ

パ の ラ ッカ ー」 の 呼 び名 で あ る。 「ジ ャパ ン」 に漆 は使 われ なか った。 「ジ ャパ ン」 は漆 の模 倣

で あ る。

2.ジ ャパ ニ ング の始 ま り

中 国 や 日本 の 漆器 は,16世 紀 末 か ら ヨー ロ ッパ に もた らさ れ て 大 き な 衝 撃 を 与 え た。17世

紀 中 頃 に は,同 じよ うな もの を ヨー ロ ッパ で も作 ろ うと い う機 運 が 生 まれ,手 も とに あ る材 料

を使 った漆 塗 りの模 倣 が 始 ま っ た。

ジ ャパ ニ ングが始 ま る とと もに技 法書 の 出版 も相 次 い だ。 イ ギ リスで はW.サ ー モ ン著 『ポ

リグ ラ フ ィ ス』(1672年),フ ラ ンスで はA.デ メ リー著 『新 奇 な もの に っ い て の 省 察 』(1674

年)な ど,ワ ニ スが け な い しジ ャパ ニ ン グの解 説 が現 れ た。 その 頃 イギ リスで は ジ ャパ ニ ン グ
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が 流 行 し,家 具 職人 だ け で な く素 人 の間 で も行 な わ れ た。素 人で も使 え る技 法書 と して,ス トー

カ ー 一パ ー カ ー著 『ジ ャパ ニ ン グ と ワニ スが け にっ いて 』(1688年)が 出 版 され,広 く読 ま れ

た。

ス トー カ ー は,そ の序 文 に お い て,ヨ ー ロ ッパ が 漆 器 か ら受 けた 衝撃 に つ い て記 して い る。

そ れ は漆器 の1)丈 夫 さ,2)優 れ た光 沢,3)厳 か な絵 柄,で あ った6。 特 に 「光 沢 」 は,

大 きな シ ャ ンデ リア や鏡 に象 徴 され る17・8世 紀 ヨー ロ ッパ の家 具 と室 内装 飾 の 趣 向 に合 致

した。 光 沢 あ る黒 地 に金 の絵 柄 とい う意 匠 もま た,17・8世 紀 ヨー ロ ッパ の室 内 に並 ぶ 黒檀 ・

トー タ ス シ ェル ・真 鍮 の象 嵌 な ど贅 沢 で 手 の込 ん だ家 具 と見 事 に調 和 した7。 ス トー カー はジ ャ

パ ニ ン グが始 ま った理 由 を こ う述 べ て い る
。 ヨー ロ ッパ で は誰 もが 東 洋 の製 品 を欲 しい が,そ

の 島 ・日本 は ヨー ロ ッパ の 需要 を満 たす こ とがで きな い。 だ か らイ ギ リス と フ ラ ンス は,東 洋

の製 品 を模 倣 す る努 力 を 傾 けて きた。 そ の結 果,貴 族 と ジ ェ ン ト リは完 璧 に 揃 った"Japan-

work"(ジ ャパ ン ・ワー ク)を 手 に入 れ る こ とが で き る よ う に な っ た。 これ ま で 彼 ら は,ス

ク リー ンー 点,衣 装箱 一 点,椀 一 点 と揃 い に な っ て い な い半 端 な もの で 我慢 す る ほ か なか った

が,今 や あ らゆ る家具 ・卓 ・台 ・鏡 枠 な ど を同 一 の意 匠で 揃 え る こ とが で き る。 も し有 能 な手

に よ って 作 られ るな ら,``TrueJapan"(本 当 の ジ ャパ ン,日 本 製 の 製 品 の こ と 一 引 用 者)

に非 常 に近 い もの が 出来 る8,と 。 こ こに はい くっ か注 目す べ き点 が あ る。 第 一 に,ジ ャパ ニ

ングが 始 ま った理 由 は 日本 や中 国 製 品 の 供 給 不足 で あ っ たが,ヨ ー ロ ッパ で は それ に と ど ま ら

ず,他 の 家 具 や 部 屋 全 体 の 装 飾 と調 和 した 製 品 が 望 ま れ た。 第 二 に,ス トー カ ー の言 う

"Japan -work"は 明 らか に 「ジ ャパ ニ ング によ る ヨ ー ロ ッパ の製 品 」 を指 す
。 他 方,日 本 の

製 品 は"TrueJapan"と 呼 ば れ,ま た,他 の箇 所 で は"TruegenuineJapan","Right

genuineJapan",と も呼 ば れて い る9。 たん に 「ジ ャパ ン」 と言 え ば,ヨ ー ロ ッパ 製 の模 倣 品

の こ とで あ った。 第 三 に,ス トー カ ーに は材 料 に っ い て の迷 い が無 い。 ス トー カ ーの ジ ャパ ニ

ン グは,ラ ック とい うイ ン ド特 産 の樹 脂 を使 う技 法 で あ る。 ラ ック樹 脂 は,ラ ッ ク虫 が特 定 の

木 の樹 液 か ら作 った分 泌 物 を精 製 した もの で あ る。 精 製 段 階 に応 じて,シ ー ドラ ッ ク,シ ェル

ラ ック な ど と呼 ばれ る。 後 述 の よ うに ス トー カ ー は,漆 塗 り も ラ ック樹 脂 によ って行 な わ れ る

ラ ッカaと 考 えて い た よ うで あ る。

漆 塗 りを模 倣 す る ヨー ロ ッパ の試 み が,な ぜ 「ジ ャパ ニ ング」 と呼 ば れ るよ うに な った のか 。

A.プ ラ ン トは,「 日本 の漆 器 が ヨー ロ ッパ で高 く称 賛 され た た め で あ る」'°,として い る。 中 国

や 日本 で ヨー ロ ッパ 向 け に作 られ た漆 器 の うち,1630年 代 に は 日本 の 製 品 の ほ う が 中 国 製 よ

り も高 い評 価 を得 て い た11。そ の結 果 当時 の イ ギ リス で は,漆 器 が 通称 と して 「ジ ャパ ン」 と

も呼 ばれ る よ う にな った が,同 時 に ヨー ロ ッパ に お け る漆 塗 りの模 倣 も 「ジ ャパ ン」 と呼 ば れ

た。17世 紀 末 の イ ギ リスで は,漆 器 を"JapanLacquer"12と 呼 ん だ例 もあ る。
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漆器の正式な呼称 は,17・8世 紀も現代 も,「ラッカー」である。 ラッカーの語源はラック

樹脂の 「ラック」であるから,「ラッカー」は漆器を正確に表現する言葉ではない。 ラック樹

脂 は古 くか らヨーロッパに伝わっていた。また ヨーロッパには漆器よりも先に 「イスラムのラッ

カー」や 「インドのラッカー」 も伝わ っていた。その結果,漆 器がヨーロッパにもたらされた

16世紀末には,光 沢のある装飾ないし保護膜は 「ラッカー」 とされていた。 ちなみにオ ラン

ダ語でも漆器は 「ラック・ウェルク」であった。 ヨーロッパでぽ 漆塗りとそれまでのラッカー

の材料が異 なるということを,当 初は認識できなかった。漆塗 りに使われている樹脂がRhus

uerniciflua(「 漆」の学名)で ある,と ヨーロッパに知られたのは18世 紀中頃であ った13。そ

の後においても,一 っには漆の扱いが困難なために,い ま一っにはヨーロッパにおいてジャパ

ニ ングの技法がすでに確立 していたたあに,漆 はっいに使われなかった。

漆塗りが与えた衝撃 とは,実 用に耐える美 しい家具や壁面装飾の条件に他な らない。ス トー

カーは,「 ジャパニングは,ヨ ーロッパの家具 と家屋に壮麗な姿を与え,長 持 ちさせ る」14,と

も言っている。 このようにヨーロッパが漆器か ら受けた衝撃 は,漆 塗 りを模倣するさいの目標

となった。漆塗 りのように丈夫で,優 れた光沢の,美 しい外観をもっ家具や壁面パネルが ヨー

ロッパ中で製作 されるようになった。それはヨーロッパ在来の材料だけで行なわれた。

ジャパニングは,17・8世 紀にはイタリア,フ ランス,イ ギ リス,オ ランダ,ベ ルギー,

ドイッ,北 欧,ロ シア,北 米植民地などで盛んに行なわれた。当時作 られたさまざまな種類の

キ ャビネット,箱,机 卓 暖炉用品,ス クリーン,ド ア,盆,水 差 し,鏡 台,ベ ッドの枠,

楽器の装飾,壁 面パネルなどは,ヨ ーロッパ各地の博物館に展示されている。それらのジャパ

ンは,17・8世 紀の ヨーロッパが,輸 入された漆器を通 して中国や日本 の美術工芸か ら熱心

に吸収 した証拠の品々である。とくにフランスや ドイッように日本の絵柄の空間構成を忠実に

取 り入れたジャパンは興味深い。19世 紀の 「ジャポニズム」の200年 近 くも前に,こ うした吸

収がヨーロッパにおいて盛んに行なわれていたことに注目すべきである。写真1は,ベ ル リン

で作 られたキャビネット(1700年 頃)で ある。正面扉 は日本 の漆器を解体 して取 り付けたも

ので,側 面 と台が ドイッ製のジャパ ンである。左側面の ドイッ製のジャパ ンの絵柄は,正 面扉

に使われた日本の漆器の絵柄に合わせて描かれている。写真2は,パ リで作 られた白いジャパ

ンの机(1767年)で ある。天空を舞う鶴の絵柄 は,日 本の漆器を真似て描かれた ものである。

3.ジ ャパニング初期の技法とその基盤

初期の技法の一例 は,ス トーカーの前掲書に見 られる。ス トーカーのジャパニングは,ラ ッ

ク樹脂を酒精に溶か したワニスで行なわれる。他にも多くの技法があったが,樹 脂,油,酒 精

という材料 は共通 していた。 こうした技法は何を拠 り所 として生まれたのだろうか。第一にヨー
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写真1 写真2

ロッパの伝統,第 二に 「イスラムのラッカーJの 影響,が 考え られる。

ス トーカーは,黒 ・白 ・青 ・赤 ・茶 ・緑のジャパン,そ の他のワニスがけを解説する。最良

の 「黒いワニスがけ,ま たはジャパン」の概略は以下のごとくである。1)シ ー ドラックをワ

インの酒精に溶いて放置し,フ ランネルで澱を漉 してシー ドラック・ワニスとする。2)目 の

密な木材を滑らかに研 ぎ,温 かい所において作業する。 目の粗い木材のばあいはジェッソで下

地処理をする。3)最 も濃いシー ドラック ・ワニスにランプ ・ブラック(黒 い顔料)を 加えた

ものを3回 塗 る。毎回完全に乾かす。完全 に乾かさないと表面だけが堅 くなり,木 目を隠せな

くなる。4)前 と同じワニスを3回 塗 る。毎回研ぎ,完 全に乾かす。5)最 も濃いシードラッ

ク・ワニスにヴェニス ・ターペンタインを混ぜ,少 量のランプ ・ブラックを加えて6回 塗る。

初めの3回 と後の3回 の間に12時間おいて完全に乾かす。6)ラ ンプ ・ブラックを少 し加え

たシー ドラック ・ワニスを12回塗 る。初めの6回 と後の6回 の間に長時間おいて完全 に乾か

す。終った ら5・6日 休ませる。7)水 と トリポリ(珪 質石灰岩の砕粉)を 使 って3段 階に分

けて磨 く。最初 は滑らかになるまで磨いた後,2日 放置する。次は仕上がりに近い状態まで磨

き5・6日 放置する。最後は仕上が り状態まで磨き,水 を含ませたスポンジで トリポリを拭 き

取 り,乾 いた亜麻布で水を吸い取る。ランプ ・ブラックを混ぜた油を全体に塗 り,清 潔な亜麻

布で トリポリを完全に取り去 る。最後に,清 潔な薄 くて柔 らかい乾 いた布で全体を磨 くis。

こうして透明感のある光沢をもっ,非 常に堅 く滑 らかな黒いラッカー地ができあがる。これ

は美 しいが,漆 塗 りとは異質の光沢である。この黒地の上に,金 ・銀 ・銅の粉(金 粉は真鍮の

粉)や 砕片と色を用いて東洋風の絵柄を描 く。金属粉はガム・ウォーター(ガ ムアラビックと

水)ま たはゴール ド・サイズ(亜 麻仁油と樹脂)に 溶かして筆で塗る。砕片 はワニスで固定す
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る。 岩 ・木 ・花 な ど の盛 り上 げ に は ジ ェ ッ ソを使 う。 最後 に ヴ ェニ ス ・ター ペ ンタ イ ンを 加 え

た シー ドラ ック ・ワニ ス を塗 り,薄 い布 と トリポ リで磨 く16。巻 末 に は絵 柄 の 手 本 も載 っ て い

る。 そ れ ら は 「か の地(日 本 一引 用 者)の 最 高 の職 人が 漆 器 に描 い た絵 柄 に基 づ いて … … 正

確 に写 した 」'7とされ て い るが,日 本 の絵 柄 とは程 遠 い もの が多 い。 写 真3は そ の 一 例 で あ る。

ス トー カ ー の技 法 は,先 に出 版 され たW.サ ー モ ンの ジ ャパ ニ ングの技 法 に似 て い る。 サ ー

モ ン 「ポ リグ ラ フ ィ ス』 は,描 画,油 絵,版 画 な ど美 術 全 般 の 技 法 の 解 説 書 で あ り,1781年

ま で 版 を 重 ね た ほど17・8世 紀 イ ギ リス の代 表 的 な技 法 書 で あ った 。 サ ー モ ンの ジ ャパ ニ ン

グ ほ うが 記 述 も材 料 も簡 潔 で あ る18。サ ー モ ンに は,絵 柄 の 手 本 は無 い。 他 方,著 者 不 明 の 技

法 書 『絵 画 と ワニ スが け入 門 』(1685年)に 記 載 され た ジ ャパ ニ ング は,ス トー カ ー や サ ー モ

ンの と は少 々異 な る。 そ こで はサ ンダ ラ ッ ク,ア ニ ミ,コ ーパIL,マ ステ ィ ック,タ ッカマハ ッ

カ な どの樹 脂 が ラ ッ クや酒 精 と と もに使 わ れ,黒 い顔 料 は ア イ ボ リー ・ブ ラ ック で あ る。 ワ ニ

スを塗 って乾 か して か ら研 磨 す る,と い う手 順 の基 本 は変 わ らな い もの の,ス トー カ ーや サ ー

モ ンよ り も は るか に簡 単 な技 法 で あ る19。

他 に も多 くの技 法 が あ り,ジ ャパ ナ ー(ジ ャパ ニ ン グの職 人)は 自分 の技 法 を秘 密 に したが,

次 の2点 は全 て に共 通 した。 第 一 に,ジ ャパ ニ ン グは,ヨ ー ロ ッパ 在来 の樹 脂 と酒 精 ま た は油

を 材 料 とす る ワニ スが け の技 法 で あ っ た。 第二 に,白 や青 色 な ど の ジ ャパ ンが ご く初 期 か ら試

み られ て い た。 ス トーカ ー の 白 ・青 ジ ャパ ンに は,サ ン ダ ラ ッ ク,マ ス テ ィ ック,コ ーパ ル,

エ レムニ,ベ ンジ ャ ミン,ア ニ ミ,ロ ザ ンな どの樹 脂 に よ る ホ ワイ ト ・ワニ スが使 わ れ た2°。

写真3写 真4
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ジャパニング初期の技法の基盤は,ヨ ーロッパのワニスがけの伝統にある。樹脂を亜麻仁油

や胡桃油に溶いたワニスは,古 くか ら絵画,と くに木 の上 に描いた絵の保護に使われた。皮な

どに貼った銀箔を金色に見せるためのワニスも,数 百年前か ら使われていた。サーモンの 「ポ

リグラフィス』にも,ジ ャパニング用のワニスの他に37種 類のワニスが載 っている。17世 紀

のヨーロッパには樹脂,油,酒 精などの性質,そ れに合わせたワニスの作 り方や使い方の知識

が蓄積 していた。 ストーカーが使 ったラック樹脂によるワニスも,ず っと単純なやり方ではあっ

たが,10世 紀頃か らヨーロッパの柳細工や木製品に使われてきたワニスの応用であった2'。

ジャパニング初期の技法のいま一っの基盤は,イ スラムのラッカーの技法であった。イスラ

ムのラッカーは,イ ンド以西から地中海に至 る地域で行なわれていたラッカーである。東アジ

アでは漆が木部の保護などに使われてきたが,イ ンド以西ではインドのラック,中 近東のサ ン

ダラック,そ の他の樹脂を亜麻仁油 ・胡桃油 ・ターペンタイン・酒精などに溶いたワニスが古

くから使われてきた22。その一っが15世 紀末に,技 法 ともどもヴェネチアに伝わ った。 イスラ

ムのラッカーは,黒 や赤の光沢のある地の上に,銀 や金,赤 ・青 ・緑 ・黄色などでモレスクそ

の他イスラム固有の紋様を描いたもので,象 嵌を伴 うこともあった。16世 紀後半にはヴェネ

チアで,イ スラムのラッカーの技法を使 って,イ スラムの意匠とイタリアの意匠を組み合わせ

た美 しい箱,楯,額 縁などが作 られ,ヨ ーロッパ中に輸出された。それはヨーロッパの各地に

刺激を与え,技 法 も伝わった。イギ リス,フ ランス,ド イツには,ヴ ェネチア経由のイスラム

のラッカーの技法による作品が残されている23。このようにイスラムのラッカーは,漆 器が伝

わる直前のヨーロッパに,漆 器に先行 して伝わったラッカーであった。

写真4は,1619年 にロンドンで作 られた 「馬具職 人のギル ドの投票箱」 である。黒いラッ

カー地の上に,銀 と金でモレスクやイスラム固有の図柄が,馬 具職 人のギル ドの紋章 とともに,

描かれている。 この作品は,ジ ャパンとどこが違 うのだろうか。そこにシノワズ リ(中 国風の

絵柄)で はなく,イ スラムの図柄が描かれている,と いうところである。ジャパニングは,こ

の作品のような技法を土台として,イ スラムの図柄をやめてシノワズリを描 くことから始まっ

た。

4.ヨ ーロッパのラッカーの確立

ヨーロッパ各地で競 ってジャパニングが進め られるうちに,使 われるワニスの種類 も増えた。

ジャパニングの材料 と技法に工夫がこらされた結果として,っ いに漆塗 りを越えるようなジャ

パ ンが生み出された。一っは,17・8世 紀の漆塗 りで は作 られ得なか ったような色 のジャパ

ン,も う一つは,ア スファル トを使った丈夫なジャパンであった。

漆器の光沢が称賛された一方で,黒 という漆器の色 はヨーロッパでは必ず しも好まれなかっ
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た。サーモンやス トーカーの技法書にもあるように,ご く初期から白や青のジャパ ンの製作が

試みられた。ス トーカーの技法書以前に,す でに1680年 頃フランドルではG.ダ グリーが 「白

いジャパンの机」を作 っていた。また1710年 には同 じダグ リーが,ベ ル リンでハープシコー

ドに白いジャパ ンの装飾を施 している。後者 は,中 国の絹布に描かれていた婦人 らの情景を,

白を背景 として赤 ・青 ・緑 ・黄 ・茶色の不透明絵具で忠実に再現 したもので,ま るで中国か ら

輸入され た磁器のように美 しい,と 評判になった。イギ リスで も18世 紀初頭にはク リーム色

のジャパ ンド・キャビネットが作 られている。 くだって1770年 には,T.チ ッペンデールによっ

て 「白いジャパ ンの洋服箪笥」が作 られた。それは白いラッカー地 に中国風の山河が緑色で描

かれていた。チッペンデールのジャパンには,ピ ナス樹脂ワニスが使われた以。

ピナス樹脂(別 名フランス ・ターペンタイン)は,ヴ ェニス ・ターペンタイン,ス トラスブ

ルク・ターペンタインと同様,ヨ ーロッパの針葉樹か ら得 られる樹脂である。 これ らのターペ

ンタイン樹脂は,亜 麻仁油と混ぜると安定 したワニスとなり,絵 具の溶剤 ともなる。稀釈はター

ペンタインで行なう。 これらターペンタイン樹脂 ワニスの特徴は,適 切 に扱えば自然に乾 き,

筆跡の無い光沢豊かな表面を残すこと,表 層は柔軟性に富み,木 部の多少の動きには対応 し,

経年黄化 も少ないことにある。ターペ ンタイン樹脂 と似た性質をもっ樹脂に,マ スティック,

ダンマル,サ ンダラックなどがある。 これらを合わせて軟性樹脂と呼ぶ。軟性樹脂 ワニスの特

徴は,ス トーカーの使ったシー ドラック・ワニスの特徴とは対照的である。 シー ドラック ・ワ

ニスは,セ ルロースにも匹敵するほど堅 く,筆 跡の多い表面を残 して乾 く。それは研磨によっ

て,滑 らかで透明感のある光沢の表層となる。 シー ドラック ・ワニスは経年黄化が著 しいので,

黒 ・赤その他暖色にはよいが,白 ・青その他薄い色には適さない。

ピナス樹脂 ワニスを使 ったジャパ ンはどのように作 られるのか。写真5は,1786年 にパ リ

で作 られたハープシコー ドで,ピ ナス樹脂 ワニスでジャパ ンニングを施 した例である。現在は

ヴィク トリア ・アルバー ト博物館 に展示 されている。 この楽器の絵葉書 には"Japanned

case",つ まり,「ジャパ ンで装飾された箱」 と書かれている。装飾は楽器の外側が黒,内 側が

赤のラッカー地に金 ・銀 ・ブロンズの箔や粉でシノワズリを描いてある25。ス トーカーのジャ

パ ンより不透明な光沢だが,漆 塗 りの質感には近い。 この楽器のジャパ ンは,い かにも手の込

んだ外観だけでなく,使 われた材料 も技法もス トーカーのとは異なる。内側の赤いジャパンの

ヴァーミリオン(赤 い顔料)は,ス トーカーのようなシー ドラック・ワニスではな く,ピ ナス

樹脂 ワニスに溶けていることが判明している。 このジャパ ンの塗料構造から26,ジ ャパニ ング

の手順を推測できる。概略は以下のようになる。1)木 の表面を研ぎ,に かわ(羊 皮紙を煮た

もの)を かけ,薄 くて丈夫な絹布を貼る。2)ジ ェッソを施 し,乾 いたらスクレイパーで研ぎ,

麻布と水で磨 く。一層のセラック・ワニスで吸収性を止める。3)絵 柄を転写する。木 ・岩な
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ど盛 り上げるべき部分 にジェッソを置き,後 に施す金とブロンズのたあにヴァー ミリオンの下

塗 りをする。4)残 りの部分全体に黒い絵具を塗る。 ランプ ・ブラック,タ ーペ ンタイン,亜

麻仁油などを合わせた薄い油絵具を第一層とする。その上 にランプ ・ブラックを加えたピナス

樹脂 ワニスを塗る。5)黒 い地が乾いたらゴール ド・サイズを使 って金 ・銀 ・ブロンズの箔や

粉を施す。6)不 透明顔料をワニスに溶いて細部を描き,透 明顔料を溶か した薄いワニスで部

分的にグレーズする。7)最 後 に全体を薄いワニスで覆い,磨 く。内側の赤いジャパンの手順

も同様である。顔料はヴァーミリオン。赤地の上にはブロンズ粉を使わずに,金 の箔を貼る。

ピナス樹脂ワニスの作 り方は,1804年 にフランス,ド イツ,イ ギ リスで相次いで出版 ・翻

訳されたP.F.テ ィングリ著 『絵画とワニスがけの手引き』に指針がある。「顔料の練 りっぶ

しに適 したワニス」および 「地色の調合に適 したワニス」は,新 鮮なガ リポットまたはホワイ

ト・インセ ンス(い ずれも濃厚なターペンタイン樹脂),ヴ ェニス ・ターペンタイン,マ スティッ

ク,ガ ラス粉,タ ーペンタイン,亜 麻仁油もしくは胡桃油,を 材料とするz7。18世紀の ピナス

樹脂ワニスもこれに準 じて作 られたと思われる。なお,こ の楽器の黒いジャパ ンに使われたワ

ニスは確定されていない。第一層と同 じ薄い油絵具を,順 次油分を濃 くして第二層,第 三層と

塗 り重ねた可能性も否定できないが,い ずれにせよ組成が 「油性」であるという点で ピナス樹

脂 ワニス絵具と共通 している。このように黒や赤 という,シ ー ドラック・ワニスでも可能な色

のジャパ ンが,タ ーペンタイン樹脂ワニスや油絵具で行なわれていたことは,注 目に値する。

ピナス樹脂など軟性樹脂のワニス絵具には2つ の利点があった。第一に装飾完了までの時間

の短縮,第 二にジャパンの色数の増加である。当時のヨmッ パでは,家 具などの伝統的な塗

装手毀は油絵具だった。油絵具は,堅 牢で柔軟性に富んだ,深 みのある表層を作 る。研磨 して

写真5写 真6
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ワニスをかければ美 しい光沢の表面 も得 られる。 しかし油絵具の最終層とワニスとの間には6

週間から半年,で きればそれ以上の間を空けなければならない。 しかも大 きな家具の研磨には

たいへんな労力が伴った。だから16・7世 紀には,ヨ ーロッパの家具の塗装 は生々 しい筆跡

を残 したままにされることが多かった。それに対 して軟性樹脂ワニス絵具による塗装は,速 く

乾 くうえに,当 時の家具や室内装飾の趣向に合致 した強い光沢を比較的容易に生み出す ことが

で きた。それゆえジャパニングの流行とあいまって軟性樹脂ワニス絵具の使用が盛んになった。

軟性樹脂ワニス絵具にはまた,例 えばヴェルディグリス(緑 青色の顔料)の ような,油 絵具で

は使いにくい顔料の使用も可能にするという利点があった。顔料の種類の少なかった17・8

世紀に,そ の利点は重要であり,家 具の色はジャパンの色 とともに増加 した。

18世紀イギ リスの代表的な美術の技法書,R.ド ズィー著 「工芸の手引き』(1758年)に も,

ジャパニングの技法が載 っている。 ドズィーはジャパニングを定義 して 「ワニスに溶かした不

透明絵具の地で作品を覆い,そ の上に絵を描いたり,箔 を貼 ったり,も しくはそのままにして

お く工芸」28,としている。 ドズィーのジャパニングにはシー ドラックとシェルラック(シ ー

ドラックよりも精製度の高いラック樹脂)が 使われる。白 ・青 ・赤 ・黄 ・緑 ・橙 ・紫 ・黒のジャ

パ ン地は,色 によってシー ドラック・ワニスとシェルラック・ワニスを使い分ける。絵柄を描

くワニス絵具は,シ ェルラック・ワニスを小分けにして瓶に採 り,そ れぞれに別な色の顔料を

混ぜて作る。白や明るい色 また高価な製品には,ア ニ ミ(ま たはマスティック,サ ンダラッ

ク)樹 脂,油,タ ーペンタインによるワニス絵具を使 う。 ドズィーは,ワ ニス絵具に適 した顔

料をあげ,そ れぞれの扱い方 も記 している29。

以上のように18世紀には,顔 料,樹 脂,油,酒 精などの知識 と経験 に基づいて ワニス絵具

が広範に使われ,そ れとともにジャパンの色 も増加 していった。写真6は,1743年 にパ リで

マルタン兄弟が作ったジャパンである。白地に青い鳥と花が描かれ,銀 色のブ白ンズと青い絵

具のロカイユがそれを囲んでいる。白 ・青 ・銀という色は,こ の家具が置かれた部屋に合わせ

た色である。このジャパ ンの最大の特徴は,当 時の漆器では出すことのできなかった白地や青

色が使われ,そ の上に見事にヨーロッパ風に作 り変えられた絵柄が描かれていることにある。

それは色と意匠と材料と技法において,完 全に東洋か ら自立 したジャパ ンが誕生したことを示

す ものであった。マルタンー族 は,日 本 と中国の様式でラッカーを作る独占権を もっていたが,

あらゆる色のジャパ ン(フ ランス語ではヴェルニ)を 作ることができると言われた。

このようにして18世 紀のヨーロッパでは,同 一室内の家具や壁 の色 と調和 したさまざまな

色合いのジャパ ンが作 られるようになった。無地や ヨーロッパの絵柄 も描かれるようになった。

こうして中国や日本の漆器とも,イ スラムのラッカーとも異なる,ヨ ーロッパ独自のラッカー

が確立 した3°。それは,色 において 「ジャパ ン」が 「漆」を越えたことをも意味した31。
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漆 塗 りを越 え る よ うな い ま一 っ の発 展 は,ア ス フ ァル トを使 った丈 夫 な ジ ャパ ンの 出現 に見

られ る。18世 紀 の イギ リスで は,コ ー ク ス を作 る過 程 で 分 離 さ れ た ア ス フ ァル トに 亜 麻 仁 油

を合 わ せ,タ ー ペ ン タイ ンで 稀 釈 して使 う ワニ ス,通 称 「黒 ワニ ス」 が生 まれ た。 ジ ャパ ニ ン

グ は,木 部 の表 面 だ けで な く,早 くか ら金 属 皮,妬 器,紙 の上 に も行 な わ れ て い た が,黒 ワ

ニ スを ,当 時登 場 した ブ リキ や,新 しい タイ プ の 「パ ピ エ ・マ ッ シュ」(紙 製 品)に 塗 り,加

熱 して 乾 か した ジ ャパ ンは,ア ス フ ァル トの もっ耐 久 性 と黒 色 の豊 か な光 沢 を 特徴 と して い た。

従 来 の酒 精 や油 に よ る ジ ャパ ンが,ア ル コ ール や熱 に弱 か った の に対 して,ア ス フ ァル トに よ

る ジ ャパ ンは,ア ル コー ル,熱,水 酸 アル カ リ,そ の他 に対 して も,漆 塗 りに劣 らぬ耐 久

性 を もっ て い た。 また そ の光 沢 は,漆 塗 り の よ うな 柔 らか さ と深 み を もた なか った と は いえ,

光 沢 の強 さ は漆 塗 り以 上 で あ った。 そ の 黒 い光 沢地 に は金 で絵 柄 を描 くこ と もで きた。

ポ ニ プ ール や バ ー ミンガ ム で は,ブ リキ 製 の 水差 し,盆,化 粧 箱,旅 行 用 の トラ ンク,暖 炉

用 の バ ケ ッな どの ジ ャパ ンが 作 られ だ2。 バ ー ミ ンガ ムで は,技 術 的知 識 と工 芸 を結 び っ け る

新 た な材 料 や技 法 が18世 紀 の うち に い くっ も登 場 した。 黒 ワニ スをパ ピエ ・マ ッシ ュの小 箱 ・

盆 ・ろ うそ く立 て に塗 って高 温 で焼 い た ジ ャパ ン は そ の一例 で あ った。金 属製 の額 鏡 陬 キ ャ

ビネ ッ トな ど多様 な ジ ャパ ン製 品 も供 給 され た。 これ らは,「 ポ ニ プー ル ・ジ ャパ ン」 の 名 で

ヨー ロ ッパ 各 地 に販 売 され た。 こ う して 漆 塗 り以 上 に丈 夫 で,安 価 な ジ ャパ ンが 誕 生 し,19

世 紀 に な る と 「ジ ャパ ン」 とい う名 称 は も っぱ らこ う した ブ リキ製 品 を さす よ うに な っ た。

本稿 は,意 匠学会第172回 研究例会(2002年7月27日 於:兵 庫県立美術館)の 発表 原稿 を加 筆修正 し

た ものである。
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